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令和七年度 

学校関係者評価  

評価対象期間  

  自：令和7年9月１日 

 至：令和8年3月31日 

 令和 8 年 3 月 1 日 
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Ⅰ 学校関係者評価の概要 

１． 学校関係者評価の目的と基本方針  

１）目的  

・学校法人岡学園 トータルデザインアカデミーにおける学校関係者評価の目的を、以下

のように定める。  

① 自己評価の評価結果について、学校外の関係者による評価をおこない、自己評価結果

の客観性・透明性を高める。  

② 学生・卒業生、関係業界、高等学校等、保護者の関係者など、専修学校と密接に関係

する者の理解促進や連携協力による学校運営の改善を図る。  

２）基本方針  

・学校法人岡学園 トータルデザインアカデミーにおける学校関係者評価は、『専修学校

における学校評価ガイドライン』に則って行うことを基本方針とする。  

３）委員会運営  

・令和七年度における学校関係者評価委員会を以下のように年1回の開催とする。  

 

２． 学校関係者評価委員名簿  

属性 氏名 所属 役職 
専門機関 村松 浩幸様 信州大学教育学部 教授 
専門機関 福田 典子様 信州大学教育学部 准教授 

企業 高橋 和也様 株式会社エイブルデザイン 統括マネージャー 

企業 酒井 俊司様 株式会社エコマコ チーフ 

 
学生 伊藤 柚来 岡学園/ファッション科 学生 
学生 畠山 大輝 岡学園/デザインビジネス科 学生 
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３． 学校関係者（自己評価結果）の評価の仕方  

１）自己点検・自己評価の実施  

学校法人岡学園トータルデザインアカデミーでは、学校関係者委員会の実施に先立ち、

『専修学校における学校評価ガイドライン』に則って、令和七年度自己点検・自己評価を

実施。  

『令和七年度自己点検評価報告書』には、各項目の自己点検実施状況を記載し、自己評価

ポイント（適切：4、ほぼ適切：3、やや不適切：2、不適切：1）を示してあります。ま

た、①課題、②今後の改善方法、③特記事項を記載 

２）自己点検・自己評価結果の評価  

学校法人岡学園トータルデザインアカデミー『令和七年度自己評価報告書』をご査収いただ

き、「適切」「不適切」のどちらかに「○印」をつけてください。 

なお、評価が難しい取り組み内容に関しましては空欄のままで結構です。また、内容が不明

な部分に関しましては、ご質問ください。 
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４．評価項目の達成及び取組状況の評価 

 

(1) 教育理念・目的 

 

適切      

   

不適切      

 

委員コメント 

・各教育活動等に教育理念、目的がしっかりと根付いている。（村松） 

・80周年を機に改めて社会・地域から応援される岡学園、信頼される岡学園を目指してい

ただければと思います。（酒井） 

・全体的に方針、目的などが現代にあっていて良いと思います。特に「学生一人

ひとりのスペシャリストへの可能性を引き出す」という点がすばらしいです。今

の時代にデザイン一つとっても一人ひとりの好きな分野が細かく違いますのでそ

れぞれの個性をくみ取って伸ばしてほしいです。（畠山） 

・ＡＩが急速に発展する今だからこそ、より重点的な部分だと思いました。 

実践力、人間力、個性がこれまで以上にフォーカスされる社会になっていく気が

します。単なる業務であればＡＩ技術で誰もがレベルの高い結果が出せるように

なりそうなので画一化されない“個性”“人間力”が今後重視されていくとかん

じます。（高橋） 

・学生が在学中や卒業後も自分らしく生きていける良い教育理念・目的だと思い

ます。（伊藤） 

 

(２) 学校運営 

 

適切   不適切    

 

委員コメント  

・全体適切に運営されていると思いますがDXはぜひ強力に推進いただきたい。（村松） 

・多様化する情報システム、管理システムについてより効率化していくことで業務内容を

精査することが課題に挙げられているベースアップの部分にも繋がっていくのではと考
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えます。（酒井） 

・私自身先生との個人面接で将来どうしたいかをしっかりと考える機会になりました。実

際に今の会社（一般企業）に行くきっかけを作ってくれた（会社説明会）も先生との会話

でした。イラストデザインコースの学生は特に繊細な心をもっている子が多いと思うので

ぜひとも大事にしてください。（畠山） 

・個人面接や個人指導等、教職員と関わりが多く生徒一人ひとりをしっかり見て

いると感じます。特別授業のフォーラムでは、今を知り、未来の想像が広がるよ

うな講義もありよかった。（伊藤） 

 

(３) 教育活動 

 

適切   不適切    

 

委員コメント  

・ゼミやフォーラムの充実は大変良い。ファッション館、ココラボの新設、また活用も進

んでおり評価できる（村松） 

・最も中核として位置づく項目です。次年度も質の高い教育活動の推進を期待し 

 ております。（福田） 

・人材の不足について課題があがっていますが、単なる欠員補充ではなく、学校の

教育理念や教育活動に対して理解なる教員のリクルーティングが重要だと思い

ます。（酒井） 

・授業の内容や 1年の流れはおおむね良いと思います。ここからは、イラストデザ

インコースの目線での要望になるのですが、授業をしてくださる先生が二人い

てほしいなと感じております。現在デッサンは二人体制で非常にフィードバッ

クもいただきやすい環境です。先生が一人で学生数が増えているので、時間内に

講評やフィードバックがいただけないことが多発していました。先日 1 年生と

話をした際も「フィードバックが一番うれしい」と仰っていました。難しいかも

しれませんが教室もバラバラでどこに先生がいるのか分からないこともありま

したので 1 教室 1 教師がいる環境があればモチベーションにも繋がると思いま

す。（畠山） 

・コースごとに、社会に通じる技術を目指せるような授業や活動があると

感じた。（伊藤） 
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(４) 学修成果 

 

適切    不適切    

 

委員コメント  

・順調に成果があがっている。（村松） 

・より充実した学習成果をアピールするためにポートフォリオ（学習成果作品集）のまと

め方についての指導を強化していただきたいと考えています。（酒井） 

・希望していた職種に就くことができた人は、どれくらいなのか。就職活動は1年次に受

け、実際に職場を知ることが大切だと感じた。1年次の会社見学や講師による現場での話

が興味深かった。（伊藤） 

 

 

 (５) 学生支援 

 

適切    不適切     

 

委員コメント  

・適切な学生支援が行われている。（村松） 

・様々な問題をかかえる学生が増えているので一人ひとりへの手厚いサポート体制は非常

に魅力的だと思います。（酒井） 

・先生との会話は非常によい機会だと感じています。「自分から相談しにいくのが難し

い」という学生が多いと思いますので、1カ月に一回など会話の時間を作ってあげると良

いと思います。（畠山） 

・担任教師との定期的な面談や、公式ＬＩＮＥによる就活相談も可能である点や

奨学金等の取扱いもあるため最低限以上の支援があると思う。（伊藤） 
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 (６) 教育環境 

 

適切   不適切     

 

委員コメント  

・ファッション館、ココラボの新設は素晴らしい、産官学連携としても活用されてより高

く評価できる。（村松） 

・教職員の研修は大事ですので、引き続き多方面から支援いただけると良いのではないか

と考えます。（福田） 

・学生が集まれるココラボは新たなデザイン、可能性を生むことができる独自性の高い取

り組みだと思います。今後は学内だけでなく、企業、行政、卒業生などを含め多種多様な

方が集まれる場になっていただければと思います。（酒井） 

・学生が増えていくにつれてインターネットのつながりにくさを感じているので改善ポイ

ントだと思います。（畠山） 

・最低限以上の環境であると思う。防災訓練もありよいと思う。保険加入に関し

てはあまり認知していなかったが多くの対策があり安心した。（伊藤） 

 

 

 (７) 学生受け入れ募集 

 

適切   不適切    

 

委員コメント  

・順調に行われている。特待生奨学金制度も評価できる。一方今後の急速な少子化を見据

えた対応を進める必要がある。（村松） 

・特色のあるカリキュラムや教育方針を広く告知していき県内だけでなく全国的

にみても選ばれるようになっていただければと思います。（酒井） 

・自分は高校の授業でこの学校を知ったので、目につく機会は多いと感じています。

（畠山） 

・オープンキャンパスや広報媒体等、学校で学べることやどんなところに

就職できるのか受け入れに向けた募集方法は良いと思う。（伊藤） 
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(８) 財務 

 

適切   不適切   

 

委員コメント  

・特に問題はない。（村松） 

・資料がないので判断できかねます。（福田） 

・募集人数の安定化にともない退学率の低下にも力を入れていく必要があると考

えます。学生一人ひとりへのフォロー、サポート体制にもより注力いただければと

思います。（酒井） 

 

(９) 法令等の遵守 

 

適切   不適切    

 

委員コメント  

・適切に対応が行われている。（村松） 

・生徒はシュレッターを使わず名前が載っている紙をゴミ箱に捨てるのは大丈夫

なのかなと思った。（伊藤） 

 

(１０) 社会貢献・地域貢献 

 

適切   不適切    

 

委員コメント  

・年々、企業、団体との連携が充実してきている。この方向でさらに進めていただきた

い。（村松） 

・長野をデザインであふれる街にするためにこれからもがんばっていただければと思いま

す。（酒井） 

・改善方策にもありますが、ＩＤコースは自分から参加したい！という学生は中々おらず

だいたいＧＤコースばかりになってしまいますので、授業として連携授業があると良い
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なと思います。（畠山） 

・全校集会よりコースごとの社会貢献や地域貢献がとても多く感じ、学校のよさ

の一つだと思う。（伊藤） 


